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(57)【要約】
【課題】　下枠の高さを高くすることなく水密性や排水
性を向上できるサッシの提供。
【解決手段】　下枠本体２６と、下枠本体の上面に載置
して取付けた下枠補助材２７と、下枠補助材の障子閉鎖
側端部に設けた排水部材３，４とを備え、下枠本体２６
は、上面に設けた水抜孔５８ｄと、中空部２９と、中空
部の室外側に設けた排水孔７３とを有し、排水孔には逆
止弁３３が設置してあり、下枠補助材２７は、上面に長
手方向に設けた溝５，６と、障子閉鎖状態で室内領域と
なる範囲に設けた水抜孔５８ａ，５８ｂ，５８ｃとを有
し、下枠補助材２６と障子１２ａ，１２ｂとの間に気密
ライン７２ａ，７２ｂが形成してあり、排水部材３，４
は、障子閉鎖状態で室外領域になる溝５，６から室外に
連通する排水路７，８を有し、室内領域に生じた水が下
枠補助材２７と下枠本体２６の水抜孔５８ａ，５８ｂ，
５８ｃ，５８ｄから下枠本体の中空部２９に導かれ、逆
止弁３３を介して室外に排水される。
【選択図】　　　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下枠本体と、下枠本体の上面に載置して取付けた下枠補助材と、下枠補助材の障子閉鎖
側端部に設けた排水部材とを備え、下枠本体は、上面に設けた水抜孔と、中空部と、中空
部の室外側に設けた排水孔とを有し、排水孔には逆止弁が設置してあり、下枠補助材は、
上面に長手方向に設けた溝と、障子閉鎖状態で室内領域となる範囲に設けた水抜孔とを有
し、下枠補助材と障子との間に気密ラインが形成してあり、排水部材は、障子閉鎖状態で
室外領域になる溝から室外に連通する排水路を有し、室内領域に生じた水が下枠補助材と
下枠本体の水抜孔から下枠本体の中空部に導かれ、逆止弁を介して室外に排水されること
を特徴とするサッシ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、サッシに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の下枠上面がフラットなサッシの下枠は、特許文献１に記載されているように、下
枠ベース部材の上面に見込み方向に分割された複数の上面部材を取付けて、外障子下框の
垂下片が挿入される外障子スライド排水溝１４ａと、内障子下框の垂下片が挿入される内
障子スライド排水溝１４ｂとを形成している。外障子スライド排水溝１４ａ内に浸入した
水は、特許文献１の図５に示すように、上面部材及び下枠ベース部材に設けられた排水穴
Ａ１，Ａ２を経由して屋外に排水される（排水経路Ａ）。内障子スライド排水溝１４ｂは
、召合位置の下部に取付けた止水部材８０により室外空間（内障子が位置する側）と室内
空間（外障子が位置する側）とに分けられ、内障子スライド排水溝１４ｂの室外空間に浸
入した水は、特許文献１の図７に示すように、上面部材と下枠ベース部材に設けた排水穴
Ｄ１，Ｄ２，Ｄ３，Ｄ４，Ｄ５，Ｄ６を経由して屋外に排水し（排水経路Ｄ）、内障子ス
ライド排水溝１４ｂの室内空間に浸入した水は、特許文献１の図５に示すように、上面部
材と下枠ベース部材に設けた排水穴Ｂ１，Ｂ２，Ｂ３を経由して下枠ホロー部１４ｃに一
旦流し込まれ、逆止弁１８ａが取付けられた排水穴１８より屋外に排水している。
【０００３】
　以上に述べたように従来のフラットサッシの下枠は、部品点数が多い上に排水経路が複
雑で多数の排水穴の加工を要するためコスト高となっている。また、上面部材の下の空間
を経由して水を排水しているため（排水経路Ａ，Ｄ）、上面部材の下の空間が一部屋外気
圧領域となっており、上面部材の下の空間を下枠全長にわたって排水貯留空間として利用
することができず、余裕のある排水処理能力を確保することができなかった。
　下枠の水密性や排水性を向上するための対策としては、下枠ベース部材の中空部１４ｃ
の高さを高くして中空部１４ｃに貯めることのできる水の量を多くして水密性を向上させ
たり、中空部１４ｃへの水の入口と出口の間の高低差を大きくして排水性を良くすること
が考えられるが、そうすると下枠の全体の高さも高くなるので、外観が悪くなったり、他
のサッシと障子の互換性がなくなったりといった不都合がある。
　下枠上面にレールが突出したサッシも、室内領域に浸入した水を下枠の中空部を経由し
て室外に排水しているため、同じような問題がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許第４０８５８６５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は以上に述べた実情に鑑み、下枠の高さを高くすることなく水密性や排水性を向
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上できるサッシの提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記の課題を達成するために請求項１記載の発明によるサッシは、下枠本体と、下枠本
体の上面に載置して取付けた下枠補助材と、下枠補助材の障子閉鎖側端部に設けた排水部
材とを備え、下枠本体は、上面に設けた水抜孔と、中空部と、中空部の室外側に設けた排
水孔とを有し、排水孔には逆止弁が設置してあり、下枠補助材は、上面に長手方向に設け
た溝と、障子閉鎖状態で室内領域となる範囲に設けた水抜孔とを有し、下枠補助材と障子
との間に気密ラインが形成してあり、排水部材は、障子閉鎖状態で室外領域になる溝から
室外に連通する排水路を有し、室内領域に生じた水が下枠補助材と下枠本体の水抜孔から
下枠本体の中空部に導かれ、逆止弁を介して室外に排水されることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　請求項１記載の発明によるサッシは、障子閉鎖状態で室外領域になる範囲の溝内に浸入
した雨水が、下枠内部を通ることなく排水部材の排水路から排水され、下枠補助材は障子
閉鎖状態で室内領域となる範囲に水抜孔が設けてあり、下枠本体は上面に設けた水抜孔と
、中空部と、中空部の室外側に設けた排水孔とを有し、排水孔には逆止弁が設置してある
ことで、下枠内部が下枠の全長にわたって室内と等圧となり、この空間に排水前の水を多
く貯めることができるので、下枠の高さを高くすることなく水密性や排水性を向上できる
。下枠を下枠本体と下枠補助材とに分割して形成したことで、水抜孔の加工がしやすい。
下枠補助材と障子との間に気密ラインが形成してあるため、下枠補助材の上面が略フラッ
トであっても気密性を確保できる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】図６のＡ－Ａ断面図である。
【図２】図６のＢ－Ｂ断面図である。
【図３】図６のＣ－Ｃ断面図である。
【図４】第１実施形態に係るサッシの下枠の平面図である。
【図５】本発明のサッシの第１実施形態を示す縦断面図である。
【図６】同サッシの横断面図である。
【図７】（ａ）は下枠補助材の室内側から見て右側の端部に設けられる排水部材の平面図
であり、（ｂ）は同排水部材の側面図である。
【図８】（ａ）は下枠補助材の室内側から見て左側の端部に設けられる排水部材の平面図
であり、（ｂ）は同排水部材の側面図である。
【図９】本発明のサッシの第２実施形態を示す要部縦断面図である。
【図１０】本発明のサッシの第３実施形態を示す要部縦断面図である。
【図１１】本発明のサッシの第４実施形態を示す要部縦断面図である。
【図１２】本発明のサッシの第５実施形態を示す要部縦断面図である。
【図１３】本発明のサッシの第６実施形態を示す要部縦断面図である。
【図１４】本発明のサッシの第７実施形態を示す要部縦断面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、本発明の実施の形態を図面に基づいて説明する。図１～６は、本発明のサッシの
第１実施形態を示している。本サッシは、図５，６に示すように、躯体開口部に取付けた
サッシ枠１１と、サッシ枠１１内に引違い状に開閉自在に納めた外障子１２ａ及び内障子
１２ｂと、サッシ枠１１内の外障子１２ａの室外側に左右方向に移動自在に納めた網戸１
３とを備えている。
　サッシ枠１１は、上枠１４と下枠１と左右の竪枠２ａ，２ｂとを枠組みして構成してあ
る。
　外障子１２ａと内障子１２ｂは、上框１５ａ，１５ｂと下框１６ａ，１６ｂと戸先框１
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７ａ，１７ｂと召合せ框１８ａ，１８ｂとを框組みし、その内側に複層ガラス１９を納め
て構成してある。外障子１２ａと内障子１２ｂの框は、室外側がアルミで形成され、室内
側が樹脂で形成されている。下框１６ａ，１６ｂには、室外側端部に垂下片２０ａ，２０
ｂが設けてある。図６に示すように、閉鎖時に外障子１２ａは室内側から見て左側に、内
障子１２ｂは室内側から見て右側に位置し、クレセント２１により施錠される。
【００１０】
　上枠１４は、アルミニウム合金の押出形材で形成され、図５に示すように、室外側端部
に網戸１３の上部を案内する垂下片２２を有し、その室内側に間隔をおいて外障子１２ａ
の上部を案内する上レール２３ａと、内障子１２ｂの上部を案内する上レール２３ｂを垂
下して設けてある。上レール２３ａ，２３ｂ間には樹脂カバー２４が取付けられ、内障子
１２ｂ用の上レール２３ｂの室内側には樹脂アングル２５が取付けてある。
【００１１】
　下枠１は、図５に示すように、下枠本体２６と、下枠本体２６の上面に載置した下枠補
助材２７とで構成してあり、下枠１の上面は下枠補助材２７により略フラットに形成され
ている。
　下枠本体２６は、アルミニウム合金の押出形材で形成され、上面壁２８が室外側に向か
って下り勾配で傾斜したフラットな面に形成され、上面壁２８の下方には略矩形の中空部
２９が形成してあり、上面壁２８の室内側端部には起立壁３０が設けてある。下枠本体２
７の室外側壁３２には、上面壁２８よりも少し下がった位置に網戸レール３１が断面Ｌ字
形に形成してある。
　室外側壁３２の下部の左右両端部位置には、排水孔７３が設けてあり、排水孔７３には
逆止弁３３が設けてある。逆止弁３３は、開閉する蓋３３ａを有しており、通常は蓋３３
ａが閉じていて外気や雨水が中空部２９内に浸入するのを阻止しており、中空部２９内に
水が溜まると蓋３３ａが開いて水が室外に排水される。
【００１２】
　下枠補助材２７は、樹脂形材で見込み方向に一体で形成してあり、下枠本体２６の上面
全体を被っている。下枠補助材２７は、室外側端部に外障子１２ａの垂下片２０ａが挿入
されて外障子１２ａを案内する外障子案内溝５が断面Ｕ字形に形成され、見込み方向中間
部に内障子１２ｂの垂下片２０ｂが挿入されて内障子１２ｂを案内する内障子案内溝６が
断面Ｕ字形に形成されている。内障子案内溝６の室外側の下枠補助材２７の上面２７ａは
、室内側が低くなるように傾斜している。内障子案内溝６の底壁は、下枠本体２６の上面
壁２８から浮かせてある。
　外障子案内溝５の室内側壁には気密材３４が設けてあり、気密材３４を外障子１２ａの
垂下片２０ａの室内側面に当接させて、気密ライン７２ａを形成している。内障子案内溝
６の室外側壁と室内側壁にはそれぞれ気密材３５ａ，３５ｂが設けてあり、両気密材３５
ａ，３５ｂを内障子１２ｂの垂下片２０ｂの室外側面と室内側面に当接させて、気密ライ
ン７２ｂを形成している。このように、内障子案内溝６の室外側壁と室内側壁の両側に気
密材３５ａ，３５ｂを設けることで、内障子案内溝６に浸入する水の量を低減することが
できる。室外側の気密材３５ａと室内側の気密材３５ｂは、室外側のものの方が若干低い
位置となるように上下段違いに設けてある。
【００１３】
　外障子案内溝５の室内側に隣接した位置の上面には、外障子１２ａの戸車３６ａが係合
する外障子レール３７ａが半円形に盛り上がった形で形成してあり、内障子案内溝６の室
内側に隣接した位置の上面には内障子１２ｂの戸車３６ｂが係合する内障子レール３７ｂ
が半円形に盛り上がった形で形成してある。各レール３７ａ，３７ｂの近傍には、中空部
３８ａ，３８ｂを形成する縦壁３９ａ，３９ｂが位置しており、これらの縦壁３９ａ，３
９ｂによりレール付近を補強し、障子１２ａ，１２ｂの重みで下枠補助材２７が変形する
のを防いでいる。
　下枠補助材２７は、下枠本体２６の上面に載置すると共に下枠本体２６の起立壁３０に
突き当てて位置決めし、室内側端部に設けたアングル部４０を躯体４１にねじ止めして固
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定している。
【００１４】
　下枠補助材２７の長手方向両端部、すなわち下枠１と竪枠２ａ，２ｂとの内周側コーナ
ー部には、図４に示すように、樹脂製の排水部材３，４が設けてある。室内側から見て右
側の排水部材３は、図７に示すように、下枠補助材２７との当接面４２に内障子案内溝６
の形状に対応した切り欠き部４３を形成すると共に、切り欠き部４３の底部より室外側に
向かって下り勾配で傾斜した掘り込み部４４を設けることにより、下枠補助材２７の内障
子案内溝６から室外に連通した排水路７を設けてある。排水路７は、内障子案内溝６との
接続部（切り欠き部４３の底面）が内障子案内溝６の底面と同面かそれよりも低くなるよ
うにし、そこから室外側に向かって漸次低くなるようにしている。
　室内側から見て左側の排水部材４は、図８に示すように、下枠補助材２７との当接面４
５に外障子案内溝５の形状に対応した切り欠き部４６を形成すると共に、切り欠き部４６
と連通するように室外側に向かって下り勾配で傾斜した掘り込み部４７を設けることによ
り、下枠補助材２７の外障子案内溝５から室外に連通した排水路８を設けてある。排水路
８は、外障子案内溝５との接続部（切り欠き部４６の底面）が外障子案内溝５の底面と同
面かそれよりも低くなるようにし、そこから室外側に向かって漸次低くなるようにしてい
る。
　各排水部材３，４は、外周側の側面４８を竪枠２ａ，２ｂの内周側面にシーラー４９で
密着すると共に、下枠補助材２７との当接面４２，４５に突設した複数の突片５０を下枠
補助材２７に係合して取付けてある。各排水部材３，４の排水路７，８は、室外と連通し
ているので室外側と等圧になっている。
【００１５】
　図３，４に示すように、内外障子１２ａ，１２ｂの召し合わせ部５１の下方の下枠補助
材２７の上面には止水部材５２が設けてあり、止水部材５２により召し合わせ部５１の下
から室内側に雨水が浸入するのを防いでいる。さらに、召し合わせ部５１の下方の内障子
案内溝６の内部にはシール材７１が設けてあり、シール材７１が内障子１２ｂの下端との
間をシールしている。止水部材５２及びシール材７１と、先に述べた気密ライン７２ａ，
７２ｂとにより、室外領域と室内領域とに仕切られている。内障子案内溝６内は、内障子
１２ｂが位置する室内側から見て右半分の領域は室外領域に位置するから室外側と等圧と
なり、外障子１２ａの室内側に位置する室内側から見て左半分の領域は室内領域に位置す
るから室内側と等圧になっている。
【００１６】
　図１，４に示すように、内障子案内溝６の閉鎖した内障子１２ｂが位置する室内側から
見て右半分の領域（室外領域）に浸入した雨水５３は、下枠補助材２７の室内側から見て
右側の端部に配置された排水部材３に内障子案内溝６から室外に連通する排水路７を有し
ているため、この排水路７を通じて室外に排水される（矢印５４参照）。排水路７は、内
障子案内溝６との接続部（切り欠き部４３の底面）が内障子案内溝６の底面と同面かそれ
よりも低くなるようにし、そこから室外側に向かって漸次低くなるようにしているため、
内障子案内溝６に入った雨水を残らず室外に排水でき、内障子案内溝６に入ったゴミも雨
水と一緒に排出できる。内障子案内溝６の底壁が下枠本体２６の上面壁２８から浮かせて
あることで、排水路７に水勾配を付けるのが容易になり排水性を高められる。
【００１７】
　外障子案内溝内５に浸入した雨水５５は、図１，４に示すように、外障子案内溝５の底
部と外障子案内溝５よりも下方の下枠補助材２７の室外側壁とに形成した排水孔５６ａ，
５６ｂを通じて室外に排水される。さらに、下枠補助材２７の室内側から見て左側の端部
に配置された排水部材４の排水路８からも排水される（図４、矢印５７参照）。
　なお、上記のように下枠補助材２７に排水孔５６ａ，５６ｂを形成せず、排水部材４の
排水路８のみから排水することもでき、その場合は排水孔５６ａ，５６ｂを加工する手間
を省くことができ、室外側面に排水孔５６ｂが露出しないため意匠性が向上すると共に排
水孔５６ｂからの虫の侵入を防ぐことができる。なお排水孔５６ａ，５６ｂは、外障子案



(6) JP 2014-5646 A 2014.1.16

10

20

30

40

50

内溝５の室外側壁に形成することもできる。
【００１８】
　図２，４に示すように、外障子１２ａの室内側に位置する室内側から見て左半分の領域
の内障子案内溝６の底部には水抜孔５８ａが設けてある。また、内障子レール３７ｂより
も室内側の下枠補助材２７の上面と、下枠補助材２７の室内側の中空部３８ｂの室外側下
部のコーナー部にも水抜孔５８ｂ，５８ｃが設けてある。さらに、下枠補助材２７の室外
側の中空部３８ａよりも室内側の位置の下枠本体２６の上面壁２８にも水抜孔５８ｄが設
けてある。このように下枠補助材２７と下枠本体２６に水抜孔５８ａ，５８ｂ，５８ｃ，
５８ｄが設けられ、下枠本体２６の室外側壁３２に設けた排水孔７３に逆止弁３３が設置
してあることで、下枠補助材２７の室内側の中空部３８ｂ内、下枠補助材２７と下枠本体
２６の間に形成された内障子案内溝６の室外側に位置する中空部５９内、及び下枠本体２
６の中空部２９内とが、下枠１の長手方向の全長にわたって室内側と等圧になっている。
【００１９】
　外障子１２ａの戸先部と竪枠２ｂとの間や召し合わせ部５１の下などから室内領域に浸
入した雨水や結露水は、図２，４中に矢印６０で示すように、外障子１２ａの室内側に位
置する室内側から見て左半分の内障子案内溝６に流れこみ、その底部に形成された水抜孔
５８ａと下枠本体２６の上面壁２８に形成された水抜孔５８ｄを通じて下枠本体２６の中
空部２９へと流れ（矢印６１参照）、逆止弁３３を通じて室外に排水される（矢印６２参
照）。さらに、内障子レール３７ｂよりも室内側まで浸入した雨水や結露水は、図２，４
中に矢印６３で示すように、下枠補助材２７の上面と室内側中空部３８ｂの下側コーナー
部とに形成された水抜孔５８ｂ，５８ｃ及び下枠本体２６の上面壁２８に形成された水抜
孔５８ｄを通じて下枠本体２６の中空部２９へと流れ、矢印６２で示すように逆止弁３３
を通じて室外に排水される。上述のように、下枠補助材２７の室内側の中空部３８ｂ内、
内障子案内溝６の室外側に下枠補助材２７と下枠本体２６の間に形成された中空部５９内
、及び下枠本体２６の中空部２９内とが、下枠１の長手方向の全長にわたって室内側と等
圧になっていることで、これらの空間に排水前の水を大量に貯めることができるので、下
枠の高さを高くしなくても、室内へのオーバーフローを効果的に防止し、優れた排水・水
密性能が得られる。
【００２０】
　また図２に示すように、内障子１２ｂが存在しない室内側から見て左半分の領域では、
内障子案内溝６内の室内側の気密材３５ｂの先端より室外側の気密材３５ａの先端が下方
に離隔しており、下枠補助材２７の上面から内障子案内溝６に流れ込む雨水は、室内側の
気密材３５ｂ上に落下し、次に室外側の気密材３５ａ上に落下してから溝内に落ち、溝底
の水抜孔５８ａから排水される。溝底で水がしぶくなどの現象が発生しても、内外の気密
材３５ａ，３５ｂをジグザグ状に乗り越えていかなければならないため運動エネルギーが
減衰して、下枠上面まで仮に浮上してきても、そこから屋内空間まで飛び出す運動エネル
ギーはほぼ消滅していて、屋内居住空間への漏水を防止できる。
【００２１】
　以上に述べたように本サッシは、下枠補助材２７の室内側から見て右側の端部に排水部
材３を設け、排水部材３に内障子案内溝６から室外に連通する排水路７を形成したことで
、閉鎖した内障子１２ｂの下の内障子案内溝６に浸入した雨水が、下枠１の中空部内に導
入されることなく室外に排水されるようにしたので、従来のように下枠１の中空部内を室
外気圧領域と室内気圧領域とに仕切る必要がなく、下枠１内部の構造を単純化できる。こ
れに伴い、下枠１の部品点数や加工手間を削減できる。また上記のように、閉鎖した内障
子１２ｂの下の内障子案内溝６に浸入した雨水を下枠１の中空部内に導入されることなく
室外に排水できるようにしたことで、下枠１の中空部５９，２９，３８ｂ内を長手方向の
全長にわたって室内側と等圧とすることができ、これらの空間を障子１２ａ，１２ｂを越
えて室内領域に浸入した雨水や結露水を貯留する貯水部として大きく設定できるので、下
枠の高さを高くすることなく水密性や排水性を向上させられる。
　さらに、下枠補助材２７の室内側から見て左側の端部にも排水部材４を設け、排水部材
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４に外障子案内溝５から室外に連通する排水路８を形成したことで、外障子案内溝５に浸
入した雨水もスムーズに排水できる。
　さらに本サッシは、下枠本体２６の上面に載置した下枠補助材２７を見込み方向に一体
で形成したので、従来の下枠フラットサッシと比べて部品数が大幅に削減され、コストダ
ウンが図れる。下枠補助材２７を取外す場合に一度に取外せるので、メンテナンスが容易
である。また、部材の継ぎ目などからの下枠１内部への漏水が防止され、水密性能を向上
できる。さらに、下枠補助材２７を樹脂で形成することで、下枠１上面全体が樹脂製の下
枠補助材２７で覆われるため、高い断熱性能が得られる。下枠１の上面と閉鎖した障子１
２ａ，１２ｂとの間に気密ライン７２ａ，７２ｂが形成してあることで、下枠上面を略フ
ラットにしても気密性を確保できる。
　下枠１を下枠本体２６と下枠補助材２７とで形成したことで、下枠本体２６の中空部２
９に水を落とすための水抜孔５８ｄを容易に形成できる。下枠補助材２７の水抜孔５８ａ
，５８ｂ，５８ｃの加工も容易である。
　また本サッシは、網戸レール３１をその上端が下枠補助材２７の下端とほぼ同じ高さ若
しくはそれよりも低い位置となるように設けることで、下枠１を室内側の上方から見下ろ
した場合に、網戸レール３１が下枠補助材２７に隠れて見えず、しかも下枠補助材２７の
一対の溝５，６以外は略フラットとなっているため、すっきりとした意匠の下枠フラット
サッシを形成できる。
　さらに本サッシは、下枠補助材２７に障子案内溝５，６を形成してあるので、下枠本体
２６を兼用しながら、下枠補助材２７を変更するだけで、障子案内溝５，６の位置や数を
変えたサッシを形成できる。
【００２２】
　下枠補助材２７は、アルミ等の金属製のものとすることもでき、金属製の下枠補助材２
７を用いた場合には、強度や耐火性が高められる。金属製の下枠補助材２７を用いた場合
も、樹脂製の下枠補助材２７を用いた場合と同様に、部品数や加工を少なくしてコストダ
ウンが図れる、掃除やメンテナンスが容易であるといった効果が得られる。
　本サッシは、下枠本体２６を共通とし、断熱性能を重視する場合は樹脂製の下枠補助材
２７を選択し、コストや耐火性を重視する場合は金属製の下枠補助材２７を選択すること
により、サッシの性能にバリエーションを持たせられる。なお、防火サッシとする場合に
は、金属製の下枠補助材２７を用いると共に、下枠補助材２７や下枠本体２６の水抜孔及
び排水孔の近傍に、火災の熱により膨張する耐火材を配置しておくことで、火災時に水抜
孔及び排水孔が膨張した耐火材によって塞がれ、延焼を防止することができる。
【００２３】
　図９は、本発明のサッシの第２実施形態を示している。本実施形態のものは、下枠補助
材２７が外障子レール３７ａの室内側で室外側部材２７ａと室内側部材２７ｂとに分割し
て形成してある。室外側部材２７ａと室内側部材２７ｂとはネジ６４により結合され、一
体化した状態で下枠本体２６に着脱できるようになっている。このように下枠補助材２７
を室外側部材２７ａと室内側部材２７ｂとに分割して形成すると、外観色と内観色を異な
らせたいときに、それぞれ色の異なる部材を用いることで対応できる。
　さらに本実施形態のものは、下枠本体２６の上面壁２８の室外側端部に係止突起６５を
設け、下枠補助材２７を係止突起６５に係止している。これにより、下枠補助材２７が室
外側にずれるのを防止できる。
【００２４】
　図１０は、本発明のサッシの第３実施形態を示している。本実施形態のものは、下枠本
体２６に外障子案内溝５と外障子レール３７ａを一体成形しており、外障子レール３７ａ
よりも室内側の下枠１上面を下枠補助材２７で形成している。本実施形態のものは、外障
子案内溝５と外障子レール３７ａを下枠本体２６と一体にアルミで形成したことで、外障
子案内溝５と外障子レール３７ａの強度を高くすることができるので、外障子１２ａの脱
落を確実に防止できる。また、下枠補助材２７が下枠本体２６の外障子レール３７ｂと起
立壁３０との間に挟持されるため、下枠補助材２７の位置決めが容易になると共に、下枠
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補助材２７の保持強度が高められる。下枠補助材２７は、内障子１２ｂを取外すだけで着
脱可能となる。
【００２５】
　図１１は、本発明のサッシの第４実施形態を示している。本実施形態のものは、下枠本
体２６の上面壁２８の室外側の端部にも起立壁６６を設けてあり、下枠本体２６の室外側
の起立壁６６と室内側の起立壁３０の間に下枠補助材２７を保持している。外障子案内溝
５は、下枠本体２６の起立壁６６と下枠補助材２７の室外側端部とで構成されている。
　本実施形態のものは、下枠補助材２７を強度の低い樹脂製としても、下枠本体２６をア
ルミ等の金属製とすることで、室内側からの衝撃により外障子案内溝５の室外側壁（起立
壁６６）が変形して外障子１２ａが脱落するのを防止することができる。また、下枠補助
材２７を下枠本体２６の室外側と室内側の起立壁６６，３０の間に挟持することで、下枠
補助材２７の位置決めが容易になると共に、下枠補助材２７を安定して設置できる。
　また、障子１２ａ，１２ｂの框を内外で材質や色の異なる複合形式とした場合に、下枠
本体２６を外観色とし、下枠補助材２７を内観色とすれば、窓全体の色調や材質を内外で
コーディネイトすることができ、特に下枠１を屋外視した場合に内観色が見えず、外観意
匠を向上できる。
　網戸レール３１は、下枠本体２６の室外側の起立壁６６の室外側に設け、網戸レール３
１の上端を下枠補助材２７の上面と略同じ高さとすることもできる。このようにすると、
下枠１の室外側に隣接してデッキ材等の障害物があっても、網戸１３を上下けんどん式に
容易に着脱できる。
【００２６】
　図１２は、本発明のサッシの第５実施形態を示している。本実施形態のものは、下枠補
助材２７が内障子レール３７ｂの室内側で室外側部材２７ａと室内側部材２７ｂとに分割
して形成してある。室外側部材２７ａは、下枠本体２６の室外側端部に設けた係止突起６
５と、室内側部材２７ｂの上面壁の室外側端部に形成した係止突起６７とに係止して、下
枠本体２６上に保持されている。室内側部材２７ｂは、室内側に延出したアングル部４０
を躯体４１に複数のネジ（図示省略）で固定して取付けてある。下枠本体２６の室内側の
起立壁３０の上端部にはタイト材６８が設けてあり、タイト材６８を下枠補助材２７の室
内側部材２７ｂのアングル部４０の付け根の室内側面に当接している。
　本実施形態のものは、下枠補助材２７が内障子レール３７ｂの室内側で室外側部材２７
ａと室内側部材２７ｂとに分割して形成してあることで、アングル部４０を躯体４１に固
定しているネジを外さなくても、下枠補助材２７（室外側部材２７ａ）を着脱できるので
、メンテナンス性が一層向上する。また、下枠本体２６の起立壁３０にタイト材６８を設
け、タイト材６８をアングル部４０の下で下枠補助材２７（室内側部材２７ｂ）に当接さ
せたことで、起立壁３０とアングル部４０の間から室内に水が逆流する心配がない。
【００２７】
　図１３は、本発明のサッシの第６実施形態を示している。本実施形態のものは、下枠本
体２６に外障子案内溝５と内障子案内溝６と外障子レール３７ａと内障子レール３７ｂが
形成してあり、内障子レール３７ｂよりも室内側の部分にだけ下枠補助材２７を設けてい
る。下枠本体２６は、見込み方向の中間部を樹脂製の断熱材６９でブリッジして断熱性を
持たせている。
　本実施形態のものは、外障子案内溝５と内障子案内溝６と外障子レール３７ａと内障子
レール３７ｂを下枠本体２６に形成したことで、強度や耐火性が優れている。
　なお本実施形態のものでは、排水部材３，４を設置するスペースを確保するために、下
枠本体２６の長手方向の両端部の中間の横壁７０より上の部分を切除し、そのスペースに
排水部材３，４を配置する。下枠１は、外障子案内溝５と内障子案内溝６の下方の中空部
２９と、両障子案内溝５，６間の中空部７２とが室内側と等圧としてあり、これらの空間
に排水前の水を貯めることができる。
【００２８】
　図１４は、本発明のサッシの第７実施形態を示している。本実施形態のものは、下枠本
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と内障子用レール７４ｂが上方に突出して形成してあると共に、内障子用レール７４ｂの
室外側に溝７５が形成してある。溝７５の室外側の下枠補助材２７の上面は、室内側が低
くなるように傾斜している。障子１２ａ，１２ｂの下框１６ａ，１６ｂには、室外側壁の
下端部に気密材７８ａ，７８ｂが設けてあり、気密材７８ａ，７８ｂをレール７４ａ，７
４ｂの室外側面に当接して、気密ライン７２ａ，７２ｂを形成している。
　下枠補助材２７の溝７５は、第１実施形態と同様に召し合わせ部の下方で室外領域（内
障子側）と室内領域（外障子側）に仕切られ、溝７５の室外領域に浸入した雨水は、図中
の矢印７６に示すように、下枠補助材２７の長手方向端部に配置した排水部材３の排水路
７から室外に排水され、溝７５の室内領域に浸入した雨水は、図中の矢印７９に示すよう
に、下枠補助材２７に設けた水抜孔５８ａを通じて溝７５の室外側に形成された中空部５
９に流れ、さらに下枠本体２６の上面の水抜孔５８ｄを通じて下枠本体２６の中空部２９
に流れ、逆止弁３３が取付けられた排水孔７３から室外に排水されるようにしている。
　このように本発明は、下枠１の上面にレール７４ａ，７４ｂが突出するサッシにも適用
でき、下枠補助材２７の上面に溝７５を形成し、溝７５の室外領域に浸入した雨水を排水
部材３の排水路７から排水し、溝７５の室内領域に浸入した雨水は溝７５の室外側の中空
部５９と下枠本体２６の中空部２９に導き、逆止弁３３付きの排水孔７３から排水するよ
うにしたことで、排水経路を単純化できると共に、中空部５９，２９を排水前の水を貯め
る空間として大きく設定できるため、排水能力が向上する。下枠１を下枠本体２６と下枠
補助材２７とに分割して形成したことで、水抜孔５８ａ，５８ｄの加工が容易である。さ
らに、下枠本体２６を共通とし、下枠補助材２７を交換することで、下枠上面がフラット
なサッシとレール７４ａ，７４ｂが突出するサッシの両方を製作することも可能である。
【００２９】
　本発明は以上に述べた実施形態に限定されない。下枠１の断面形状は適宜変更すること
ができ、障子を案内する溝５，６の形状等も適宜変更することができる。排水部材は、少
なくとも室内側の溝６の室外領域となる範囲に浸入した水を排水できるように設けてあれ
ばよく、室外側の溝５に浸入した水を排水するための排水部材４は必ずしもなくてもよい
。下枠補助材２７は、長手方向に複数に分割してあってもよい。本発明のサッシは、障子
２枚建てのサッシに限らず、例えば障子が３枚建てや４枚建てのサッシや、内障子のみを
開閉自在とした片引きサッシにも適用できる。
【符号の説明】
【００３０】
　１　下枠
　２ａ，２ｂ　竪枠
　３　排水部材（内障子側）
　４　排水部材（外障子側）
　５　外障子案内溝（溝）
　６　内障子案内溝（溝）
　７，８　排水路
　２９，３８ａ，３８ｂ，５９　中空部
　７２ａ，７２ｂ　気密ライン
　７５　溝
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